
    

 

 
千歳発着１２日間    都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 
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千 歳 

 羽 田 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■夕刻、千歳空港より日本航空にて、羽田空港へ。 

■夜、カタール航空にて、ドーハへ[２2:５0発]。        

 ×･×･✈︎[機中泊] 
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ドーハ 

パ リ 

バイユー 

■朝、ドーハ到着後、カタール航空を乗り継ぎ、パリへ。 

■午後、パリ到着[14:25着]。その後、専用バスにてバイユーへ。 

                                       ✈︎･✈︎･Ｄ[バイユー泊] 
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バイユー 

 

サン･シュリアック 

サン・マロ 

■午前、バイユー市内観光。「ノルマン征服」を描いた刺繍絵物語が見事なバイユー･

タペストリー博物館、ゴシック様式の荘厳なノートルダム大聖堂へご案内します。 

■その後、「フランスの最も美しい村」サン・シュリアックを散策します。 

■午後、城壁に囲まれた「海賊の街」サン・マロへ。着後、優美なステンドグラスが印象

的なサン・ヴァンサン大聖堂や、城壁の散策をお楽しみください。 

○･○･○[サンマロ泊] 
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サンマロ 

ユエルゴアの森 

 

ロクロナン 

カンペール 

■午前、かつてのケルト人の集落で、苔むした巨石群が見事なユエルゴアの森を散策

します。 

■午後、プロモディエルヌ村にて、レリーフが美しいサントマリー礼拝堂を見学後、「フ

ランスの最も美しい村」ロクロナンへご案内します。 

■夕刻、焼き物の街として有名なカンペールへ。      ○･○･○[カンペール泊] 
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カンペール 

ポン･タヴァン 

ヴァンヌ 

■午前、「フランスの最も美しい村」ポン･タヴァンへ。ポール・ゴーギャンゆかりのア

ヴェン川沿いの村を散策します。 

■その後、ブルターニュの古都ヴァンヌへ。着後、旧市街と港とを結ぶサン・ヴァンサ

ン門、木骨組の旧市街地区、モダンな屋内マルシェ、ゴシック様式のサン・ピエール

大聖堂などへご案内します。 

≪ヴァンヌにゆったり3連泊です≫               ○･○･○[ヴァンヌ泊] 
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ヴァンヌ 

(ガヴリニ島) 

(ロクマリアケール) 

 

■2日間にかけて、ブルターニュ地方に数多く現存する巨石群を巡ります。 

★モルビニ湾に浮かぶガヴリニ島にて、渦巻き模様の装飾が残るドルメン 

★全長２０ｍを超す巨大なメンヒルや保存状態の良いドルメンが残るロクマリアケ

ール 

★列石群の中で最も有名なカルナック列石 

★巨大なメンヒルジャイアント・マニオ 

★保存状態の良いケルマリオ･ドルメン 

★内部も見学ができるケルカド古墳 

★4基のドルメンが建ち並ぶケリオネッドのドルメン群 など 

○･○･○[ヴァンヌ泊]／○･○･○[ヴァンヌ泊] 
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ヴァンヌ 

ゲランド 

レンヌ 

■午前、城壁に囲まれた町ゲランドの散策へ。塩のお買い物もお楽しみください。ま

た、ゲランドの塩田へもご案内します。 

■午後、かつてのブルターニュ公国の首都レンヌへ。着後、メルヘンのように可愛らし

い旧市街地区の散策や、ネオクラシック様式のサンピエール大聖堂を訪ねます。 

≪レンヌに連泊です≫                          ○･○･○[レンヌ泊] 
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(フジェール) 

(ヴィトレ) 

レンヌ 

■午前、ヨーロッパ最大級の城塞が残る町フージェールの散策へ。 

■その後、ヴィクトル･ユゴーがその美しさを絶賛したというヴィトレの旧市街とヴィ

トレ城へご案内します。                        ○･○･○[レンヌ泊] 
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レンヌ 

パ リ 

ドーハ 

■午前、専用バスにてパリ・シャルルドゴール空港へ。 

■夕刻、カタール航空にてドーハへ[16:25発]。 

■着後、カタール航空を乗り継ぎ、帰国の途へ[02:35発]。 

○･×･✈︎[機中泊] 

11 成 田 ■夕刻、成田空港到着[18:55着]。ホテルバスにて成田空港近郊のホテルへ。 

                                    ×･✈︎･×[成田空港近郊泊] 

 

１2 

成 田 

千 歳 

■午前、ホテルバスにて成田空港へ。 

■着後、リムジンバス[実費\3,600]にて羽田空港へ。 

■午後、日本航空にて千歳へ。着後、解散[15:00着]。 

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                 ○・×・× 

 

   株式会社 イーテルツアー                                                                                       株式会社 イーテル･ツアー 

フランス北西部に位置するブルターニュ地方は、英仏海峡と大
西洋に突き出た半島で、豊かな自然と独自の文化を有すること
で知られています。 
エメラルドの海岸、ピンク花崗岩の海岸、険しい断崖が連なる海
岸線と緑の島々が点在する海。また内陸部にはケルトや巨石文
化、のどかな田園風景、壮麗な城など、素晴らしい景観が訪れる
人々を魅了しています。 

ご旅行期間とご旅行代金  [旅行代金には燃油サーチャージが含まれております] 

20２５年  ９月２２日(月)発～１０月３日(金)着・・・¥９４６,000 お一人部屋利用追加料金￥120,000 

 

「フランスの最も美しい村」巡りも楽しむ 

美しきブルターニュ周遊と巨石文化を巡る旅  

ご利用予定ホテル 

■バイユー／オテルダルグージュ、チャーチ
ルホテル・バイユーセンター 

■サンマロ／メルキュール、アン・ドゥ・ブル
ターニュ 

■カンペール／ベストウエスタン、オセアニ

ア･カンペール、メルキュール・カンペー
ル・サントル 

■ヴァンヌ／ベストウエスタン･プラス、キ

リヤド・プレステージ、キリヤド・ヴァンヌ 
■レンヌ／メルキュール、ノボテル  
※上記ホテルまたは同等クラスとなりま

す。 

ご旅行条件 
■募集人数/１0名様 
■最少催行人数/６名様 
■お食事/朝食８回・昼食７回･夕食８回 
■旅券残存期間/出国日から３ヶ月以上 
■成田・千歳空港利用/¥4,590(別途必要) 
■千歳空港より、全行程、社員添乗員同行 
■ETIAS(欧州渡航情報認証制度)/2025
年度から必要となります。金額等の詳細
が分かり次第、改めてご案内いたします。 

■国際観光旅客税［出国税］/ 
￥1,000（別途必要） 

■トランク往復無料託送サービス 
［ご自宅～空港～ご自宅］ 

■東京発着：成田空港に後泊しない場合は

\10,000引き 
■大阪・中部・福岡発着/同一料金 
※ビジネス料金はお問合せ下さい。 
※右記の時間は、すべて現地時間で表示され
ております。 

※右記の「〇」はお食事の有無を示します。
「 」は機内食、「×」の食事は含まれており
ません。 

※現地の都合によりスケジュールが変更され
る場合がございます。その場合でも極力日
程に従って旅行サービスがお受けになられ
るよう万全の手配努力を致します。 

ヴァンヌ旧市街 

サン・シュリアック 

バイユーのタペストリー 

ジャイアント・マニオ 

カルナック列石(イメージ) 

ユエルゴアの森 
フランスのブルターニュ地方には、メンヒル（立石）やドルメン（支石墓）といった巨石が多数存在し、その数と規模はヨーロッパでも最大級です。特に、カ

ルナックの列石は有名で、約 3,000本ものメンヒルが規則的に並ぶ壮大な遺跡となっています。 

この地域で数多くの巨石が存在する理由は、紀元前5000年～2000年頃の新石器時代、ブルターニュ地方はヨーロッパにおけるメガリス文化（巨石文

化）の発祥地のひとつであったことが挙げられます。メガリス（Mégalithe）とは、ギリシャ語で「大きな石」を意味し、この文化を担った人々は大規模な石

のモニュメントを建造しました。フランスだけでなく、イギリス（ストーンヘンジなど）やスペイン、ポルトガルなどにも広がりを見せましたが、ブルターニュ地

方は特にその密集度が高い地域です。メガリス文化が栄えた理由として考えられるのは、新石器時代の定住文化が発達し、農耕や牧畜が広まったことで社

会が安定し、大規模な建造物を作る余裕が生まれたこと、ブルターニュ地方の沿岸部は海上交易の拠点でもあり、異文化との交流が活発でした。その結果、

巨石を使った宗教的・社会的な儀式が発展した可能性が高いことが考えられます。 

巨石遺跡の正確な用途は完全には解明されていませんが、宗教や信仰に関連した儀式のために作られたのではと考えられています。メンヒルやドルメン

の多くは、太陽の動きや星座の位置に合わせて配置されていると言われていますので、季節の変化を知るためのカレンダー的な役割や、農耕のための指

標として利用されていた可能性があります。例えば、カルナック列石は冬至や夏至の太陽の昇る方向と一致するように並べられているようで、古代人が天

文学に関する高度な知識を持っていたことが示唆されています。また、ドルメン（支石墓）は、集団墓として使われていたことが判明しています。巨大な石

を使用することで、祖先の魂を守り、後世にわたって崇拝する場所としての機能を持っていたと考えられます。巨石を組み合わせた「墳墓」には、幾何学模

様や渦巻き模様の彫刻が施されているものもあり、特定の宗教的シンボルとしての意味があった可能性が高いといわれています。 

ブルターニュ地方には、巨石を建造するのに適した地理的・地質的な特徴があります。この土地には花崗岩が広く分布しており、硬く風化しにくい岩石が

豊富に存在します。これらの岩石は、海岸や河川の近くにも多く、採石・運搬が比較的容易でした。ブルターニュ地方は海に囲まれた半島であり、海を使った

運搬が可能でした。河川や海を利用して、巨石を遠くから運んでくることができたため、大規模なメンヒルやドルメンを建設できたと考えられています。一

部の遺跡では、数十トンもの巨石が何十キロも運ばれていることが分かっています。 

紀元前 1 世紀頃になると、ブルターニュ地方にはケルト民族（ガリア人）が住み始めました。ケルト文化の中でも、ドルイド信仰（自然崇拝）が広まり、すで

に存在していた巨石を聖なる場所として活用するようになりました。ですが、のちのローマ帝国、キリスト教の時代になると異教の象徴とされ、一部は破壊

されたり、石材を再利用されるようになりました。 

 

ブルターニュ地方に残された 

神秘の巨石群 


